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匿 次 

序 I I I n 



事 



たぐ ひなく 美しい 幻に 満ちた 東洋の 国 日本の 過去 は、 

私の 祖国と して 愛着 措かない ものである。 

そして 同時に 美く しかるべき 私の 国に、 私と いふ 悪 



そして この 一見 間抜けな 日本の 憂愁 時代に、 いかに 

真理の 透徹 性と 純潔 性 を 貫らぬ かせたら よい か、 私 は 

今後 共 そのこと に 就いて 民衆と ともに 悩む であらう。 

一 九 三 五 年 五月 

ヽ 匕ヒ" RTa ま 
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焼けた 蹄鉄 を 

お前の 生きた 爪に 

当てが つた 瞬間の 煙の やうに も、 

私の 歌 は 

灰色に 立ち あがる 歌 だ。 

強くな つて くれよ、 

私の 友よ、 

青年よ、 

ほのほ 

私の 赤い 焰 〔#焰 の 火 へん を 炎に したう えで、 へんと 

つくり を いれかえた 字、 焰の 正字と 同字〕 を 

君の 四つ足 は 受取れ、 



投繩を 投げよ 

わが 意志 は 静かに 立つ 

その 意志 を 捕へ てみ よ。 

その 意志 は そ- J に 

そこで はなく 此処に 

いや 其処で はなく あすこに 

ぉゝ 検事よ、 捕吏よ、 

戸 まど ひせよ。 

八つ 股の 袖 ガラミ 捕物 道具 を、 

その トゲ だらけの もの を 

わが 肉体に うちこめ 



どんどん、 タイ マツつ けて 賑やかな こった。 

馬の 野郎まで 

行きが けの 駄賃に、 

馬小屋の ハメ 板ケッ 飛ばして ゐる だ、 

俺達 も 別れに、 

役所の 玄関に 

ショウ ベン、 じゃあ/ \ やって 行く ベよ。 

何 を、 嫁 は メソく 泣いて ゐる だ、 

どうせ 太鼓腹、 

ッ ン 出して は 歩る き にく かべ、 



嵐と 好天気 —— 

およそ 一 寸考 へる と 仲の 悪さうな 奴 

私 はさう は 思 はない 

私 は その やうに 

嵐の 歌と 日本晴の 歌 をうた ふ 

きの ふと 今日は 激しく ちが ふ 

私 は 何故 その やうに 気まぐれ であるか 

私の 過去 はなん と 不幸な 生涯だった らう、 

私の 首 はいつ も 敵に 咬 へられて ゐた、 

私の 生活 はいつ も ふり 廻され た、 

きの ふ は 3 虱、 



叩くな どと いふ こと は 死んでも いや だ、 

君 は 君の 太鼓の 皮 を 取り かへ 給へ、 

私 は 私の 太鼓 を 乱調子で うつ、 

それが 私の 太鼓の 個性なん だ、 

すべての 敵よ、 私の ために 現 はれよ 

いりみだれた 戦 ひの 美し さ、 

私 は 反抗 以外に 何事 も 忘れた、 

友よ、 

君へ 『ゾラ』 の 理性 を 引渡す、 

私 はシヱ 〔# 「ヱ」 の 小文字〕 ク スピアの 狂気 を 引受 

ける。 



共に 自由に 

泣いたり、 笑ったり しょう、 

そして 私達の 将来の 運命に ついて 考 へて みょう、 

たが ひに 離れ離れに 住んで ゐても 

寝床の 中で、 そのこと を じっと 考 へて みょう、 

明日 は^ 角で 逢 はう、 

感想 を 述べ 合 はう、 

私 は 夜通し 泣いて ゐても 

君に はきつ と 笑顔 をみ せる だら う、 

—— 私 はさう した 性格な の だから、 



私 を 誤解し ないで くれ 友よ、 

私 はほんと、 つに 

我々 の 運命 を 愛して ゐ るの だから、 

—— よし 今日の 運命が 

よきに つけ 

悪しき につけて もさ、 

私達 は 明日 を 約束で きる の だから、 

お、、 我々 が 今 現に 立って ゐる ところ 

そこ は 1! 曰って 我々 が 

遠くで みつめて ゐた 地平線で あつたの だ 

さらに、 私達 は 眼 を あげよう、 



前方 をみ よう、 

そこに は 新しい、 暁の 地平線が ある だら う、 

いくつかの 地平線 を 越えた、 

この やうに 我々 は 前進して ゐる、 

その 証拠. y 」 ま 

君 は 靴の 裏 をみ せ 給へ、 

そんなに 減って ゐる ではない か、 

我々 は 約束しょう、 

全 感情 を も つ て —— 、 

我々 は 共に 旅 をつ ゾけ ると、 



ふるさとへの 詩 

ふるさとよ、 

私 は 当分お 前に 逢 はない よ。 

お前 は 泰然自若 として、 

不景気の ソファに 

腰をおろして しまったね、 

とにかく お前 は 

私の 生みの 土地で はあった が、 

た、 V 私に 瞬間、 産声 を あげさした ところ 



だから 釣なん か、 ちっとも 面白くなかった 

自若と して 落ち着いた 

ふるさとの 不景気な 山 よ 、 

炭 焼 小屋 は ケチな 宮殿であった、 

あの 小屋の 中には 

国民が 一 人ゐ たつけ、 

忠良な 国民が さ、 

藤の 皮 を ムィて 

そい つ を 手で ポ キン/ \ と 折って 

鍋に ブチ 込んで 煮て 喰って ゐた 農民が さ、 



あの 六十 数 歳の 国民 はどうし たらう、 

お、、 ふるさとよ、 

カタ ツム リのョ ダレ か、 

お 蚕の やうに 

私の 記憶から 綿々 とひき だされて 

尽きない ものよ、 

私 は 当分の 間お 前に 逢へ ない よ、 

* をつ ける ために 

お前が 立ち あがる ために 

い つも ぼけつと に * を 忍ばせて ゐる 



みづ /、 

瑞々 しい 眼 を もって 私 は 君 を 見る 

君 は、 それに 瑞々 しい 眼 を もって 答へ よ、 

答へ るべき だ、 答へ る 義務が ある だら う、 

私 は それ を、 君に 強制す る、 

君 は ハラワ タを 隠すな、 

ズ ルイ 魚屋の やうに、 

理論的な 水 を ぶっかけて 

ゥロコ を 新し さう に 見せかけるな、 

君 を 喰った もの は 

みんな 下痢す る だら うから、 

足から 始めて 



たが ひに 尻と 尻と をつな ぎ あはせ て 

それで ゐて 少しも この 二 匹 一体の もの は 

飛ぶ ことにさう 努力 もして ゐ ないやう に 

軽々 として 飛ぶ 群に 加 はって ゐた、 

それ を 見る と 私 は 

理由の 知れない 幸福に なれた、 

そして その トンボの 群の 

過ぎ 北へ 向 ふ 日 は 幾日も 幾日もつ y いた 

私 は それ を 毎日の やうに 見 あげた 

夜 は 父と 母と が 夜中 じゅう ヒソ ヒソと 

金の ことに 就いて 争って ゐ るの を 耳に した、 



暁と 夜と を すばやく 走り さる 

一 瞬間の 時間に 急速に。 



接吻 

ロシャ 人よ 

君達の 国で は 

—— た ふれる まで 飲んで さわいだ (註 1) 

あの コバ— ク踊リ は、 もうない だら う。 

だが 悲しむな、 



ドニ H プルの 傍に は 

君 等の 心臓 は 高鳴り、 踊って ゐる だら うから、 

君 等 は 飛び立った、 夜 鶯 のために 悲しむな、 

よし 夜 鶯はゐ なくても 

幸福な 夜 は 君 等の ために やって きて ゐ るから、 

君 はもつ と 君 等の 国の シラミ の 為め にたた かへ、 

それとも 君 等 は シラミ 共の 

追 ひ 出しの 仕事 を 

すっかり 終った とで もい ふの か、 

我々 の 国で は 追 ひ 出し どころ か、 

我々 のと ころ は シラミ そのもの なんだ、 



いま 私の 机の 上に は ロシアの 同志、 

君た ちの 優秀な 詩人、 

べズィ ミンス キイと 

ジャ ー ロフと 

ゥ ー! ^キンと 

三人で 撮った 写真が 飾って ある、 

私 はい ま それに 接吻した、 

接吻 —— それ は 私の 国の 

習慣に 依る 愛情の あら はし 方で はない、 

東洋で は 十 米突 離れて 

ぺ コリと 頭 を さげる の だ、 



君た ちの ロシアに —— 。 

ロシア 人よ、 

私の 耳に はド ニイ ブルの 水の 響 はき こえない 

きこえる もの は 我々 の 国の 

凶悪な 歌) 」 ゑ 叫び) 」 ゑ だ、 

ただ 私はド ニイ ブルの 水の 響 を 

心臓の 中に 移したい と 思 ふ、 

私 は その やうに も 高い 感情 を 欲して ゐる、 

君よ、 シラミ と 南京虫の ために 、 

世界 共通の 虫の ために —— 、 

たが ひに 自分の 立って ゐる 土地の 上から 



共同で これらの 虫 を 追 はう、 

ロシア 人よ、 

君 は 仕事部屋で 手 を 差 出せ 

私 は 私の 仕事部屋で それ を 握る、 

間 髪 を 入れない 

同一 の 感情の 手 を もって —— 、 

それ はお そらく 電気の 手 だら う、 

更に 接吻 をお くらう、 

< 間と 鳩と ァ ヒル (註 2) の 習慣 を、 

吻 ぉゝ、 衛生的で はない が 



お、、 なんと それ は 素晴らしい ことよ。 

(註 1) べズィ ミンス キイの 詩 『悲劇の 夜』 の 一 

節、 コパ ー ク踊は 旧 ロシアの 農民 踊 

(註 2) 『接吻の 習慣の ある もの は、 人間と 斑鳩と 

家鴨 だけ だとい はれて ゐる』 ヴ オル テ— ル 



送り狼と して 

ブル ジョァ 詩人よ 



I 詩の 社会的 地位 はない、 

—— 詩の 商品 的 価値が 落ちた、 と 

これらの 不平不満 を 

お、、 御用商人、 

君た ち は 将来 何 世紀に わた つ て 

繰り返へ さう とする のか、 

君た ち は 既に あらゆる ものに 

君た ちの パトロン にさ へ 

多年の 御 愛顧 を 失った 

あわて 給 ふな、 詩人た ちょ、 

詩壇 復興 は 何時の 場合に も 



可愛い 奴 だよ、 フライパン は、 

ボンと 肉 を ほうりこんで、 

ヂュ とい はせ る、 

堅け リゃ喰 はない し、 

柔らかけ り や 駄目 だし、 

半熟 は 総 じて、 お 客の 口に 合 ふよ、 

歯で 嚙 むと 血が にじみで る 位が、 

肉 を 揚げて は 上々 だよ、 

わが 友、 

n ック よ、 

み 給へ お 客の 何と 殺到す る ことよ、 



* * がしき りに 息子の 後 をつ け 廻して ゐる こと を 

薔薇色の 空 は 

ある 日 この 青年に と つ て 砕けて 見えた、 

—— おつ 母 あ 

ヮシは 長いき をしたい よ！。 

きの ふ 

かう しんみりと 語った の は 昨日の ことだった。 

ところが その 翌る日 

座って ゐた彼 は 急に 咳 を 一 つした、 

—— おつ 母 あ、 

もう ォレは 駄目 だ。 



行動 を 楽しむ ことができる、 

私 は それ だ —— 

私 は 将に戦 ひの 享楽 児 だ 

たたか ふことの 生涯の ためにの み 

詩人と いふ 言葉 は ゆるされる だら う 
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しゃ ベリ 捲 くれ 

私 は 君に 抗議し ようとい ふので はない、 

I 私の 詩が、 おしゃべり だと 

いふ ことに 就いて だ。 

私 は、 いま 幸福な の だ 

舌が 廻る とい ふこと が！ 

沈黙が 卑屈の 一種 だとい ふこと を 

私 は、 よつ く 知って ゐ るし、 

沈黙が、 何の 意見 を 

表明した ことに も 



私 は 友の 軽快な 議論 をき いた、 

その 夜 は 疲れて 気持よ く 熟睡す る ことができた、 

我々 は 何故 この やうに 議論し 

何故 この やうに 口 を 尖らし 

唇 を、 フリュ J ^の やうに 鳴らす のか 

そのこと を 避けて はならない。 

青年よ、 

議論 を 避ける とき 

君 は 常識家と なる だら う、 

東洋 流に、 議論 を 軽蔑して はいけ ない。 

愛 を 語る とき、 正義 を 語る とき、 



愛 は、 正義 は 果して 単純 だら うか —— 

君と 私と が 一 本の 接 木の やうに、 

うっかりと 妥協 はでき ない、 

一 本の 接 木の 枝の てっぺんから 

怪しげな 実 を 結ぶ - J と はよ くな い 、 

争へ よ、 

君 は 君の 血管の ために 興奮して やりた まへ、 

君の 若々 しい 細胞の ために 

夜を撤 して 語る こと は 悪くない、 

わかどしより 

若く して 超然たる、 若 老人 を 軽蔑して やらう、 

沈黙 は 必ずしも 偉大で はない、 



自分自身の 不安の 路だ、 

私 は 他人に 私の 路を、 さし 示す ほど 

勇気 はもって ゐ ない 

友 は、 諸君 はまた、 ひたむきに 歌 ふ 

喜怒哀楽の 良い 楽器 だ、 

私 もまた 雨の 中で 感情の 太鼓 を 打た う、 

そして 期待す る 晴天の 日 を、 

私 は 疲労 を 忘れて 

勇気 ある 鼓手た る ， J と を 望む。 



まあ、 言 は、 >- 階級闘争の 

男 メカ ケの やうな もの だ、 

私 はさう したおと なし さ を 軽蔑す る。 

数十 万年 目に 相 逢 ふ 月と 星と に 就いて 

私 はう つむいて あるく、 

何 を考へ て 歩る くと 君 はお も ふ、 

それ はさま ざまの ことで ある、 

つまらぬ 出来事に ついても 



現実の つら さに 

眼を掩 つて ゐる 君の 老いた る 父 や 母に も 

吐息 を 立て、 ゐる兄 や 妹に も 、 

これらの 身近な もの は 君 を 守る 

だが とほく の もの は 

ただお ど/ \ として ゐる 許り だ。 

信じたら よい、 

君 は 夢の 中の 物語り を も —— 

君の みる 夢の なんと 喜びに 

みちた 感動の 彩り を もつ ものよ、 

我々 は 知って ゐる 



青年 は 青年の 夢が 

どの やうな 性質の 

ものである かとい ふこと を 

、るるべ よ 

君の 肉体 を、 

f スれ、 

君の 感情 を 

そして 君 は 入って ゆけ 

もっとも 旋律 的な 場所へ、 

老いた る ものに と つて は 

苦痛の 世界で あるが 



真実な 批評家の みが 我々 を 感動させる、 

彼 を 指して 

理論 や 批評 を もって 

大衆 を 正しい 方向に 導いて ゐる ものと 考へ ちが ひ をす 

るな、 

実は 彼 は 批評で はなく 

大衆 や 作家 にむ かって 恐喝 文 を 書いて ゐ るの だ、 

脅やかし てまで 大衆 を 

己れ の 方向に むか はせ ようとす る 

皮 D 里 iffl ま 

ク TV 13 口， 

将にフ アシス ト的 色彩 を 帯び て きた、 



肉体が 衰へ てし まふ ほど 

、、A 、 ^k, 、、c 、 、 

な カレな カレ HE 

咽喉 は 汽笛 を 鳴らして ゐる 

私 は 怒り 虫と して 

毎日、 毎日 新ら しい 遺言 を 書き続けて ゐる 

憒怒は 実に 嬉しい もの だ、 

民衆 は 漬物 桶の 中に ゐる 

おもし 

重石で 圧迫され てゐ る、 

うまい 具合に 醱酵 して ゐる、 

私の 心臓 も ナス ビの やうに 

うまい 具合に 漬か つて ゐる 



この 行為 は 認められる、 

我々 の 相手よ、 

針の 千 本 ものんで 苦しめ、 

首に 麻 繩を千 べん も 巻け、 

鬚 を 剃る ための 力 ミソリ は 

すぐ 咽喉の ために 用意され てゐ るの だから、 

労働者た ち は 性格の 

特異性 を 最大 級に 

発揮し なければ ならない し 

ィ ン テリ ゲ ン チヤの 泣き > ^ と は 

戦 ひの 良い 伴奏 曲 だ、 



少く とも 彼等が 神 を 信ずる やうに 

我々 は 我々 の 行為の 信仰に 

階級 的 H ゴィ ストで なければ ならない、 

生活 を 特殊 化し 

魅力 ある ものと せよ、 

我々 の 冷静に はいつ も 魂胆が ある、 

彼等に とって は 

靦 ひしれ ない 

それ は、 I 术、， 'と， ，- ろに ある。 
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